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令和７年度　後期生徒評価

学校評価

兵庫県立東播工業高等学校

『よくあてはまる』、『ややあてはまる』の合算です。



令和７年度 取組みの重点 
                            県立東播工業高等学校 

 

１ 社会で通用する専門的職業人の育成を目指し、マナー指導を徹底する。 

（1） 教育活動の様々なシチュエーションを通じて、社会人としての基本的なマナーを

身につけ、社会的なルールを遵守できるよう、重点的に取り組む。 

（2） 生徒一人ひとりが学校の代表であるという意識のもと、身だしなみや整理整頓な

ど、交通ルールの遵守など、社会性が身につくように指導を行う。 

 

２ 生徒のコミュニケーション能力の育成を図る。 

（1） コミュニケーションの基本である「挨拶」を自分からできる生徒を育成する。 

（2） 授業やホームルーム活動の中でグループ討論や発表など、協同的な学びを展開す

ることで、相手の意見も享受しながら自分の考えをまとめ、相手に適切に伝える

ことができるようにする。 

 

３ 教員の教科指導能力を向上させる。 

（1） 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に取り組む。 

（2） タブレット端末等のＩＣＴ機器の活用能力を高め、ＩＣＴ機器を取り入れた指導

方法を研究する。 

  （3） 公開授業、及び研究授業を通して、教科指導力の向上を図る。 

 

４ 生徒が主体的に「在りたい自分」を創造できる力を身につけるため、自ら目標を設定し、その

実現に向けて日々挑戦させる。 

（1） １学年より将来の進路について考えさせる。早期に進路目標を設定させて、実現

に向けて取り組ませる。 

（2） 基礎学力を向上させるための手立てを図る。家庭学習を定着させるため、適切な

課題を与える。（タブレットを効果的に活用する。） 

（3） 資格取得を積極的に取り組み、工業技術顕彰銀賞以上を取得させる。 

（4） 各種ものづくりコンテストに積極的に参加し、技術・技能の向上を図る。 

 

５ 特別な配慮や支援が必要な生徒に対しての学習指導法について研究する。 

 

６ いじめの未然防止、早期発見・早期対応を図る。生徒の様子を観察し、問題があると感じたら、

組織的に対応する。 

 

７ ＳＮＳによるトラブルを防止するため、問題となる行為を生徒に周知させて、利用する上での

モラル、マナーについて考えさせる。 

 

８ 教育ＤＸを推進し、効率的に業務を行い、勤務時間の適正化に努める。定時退勤日には、職員

間で声かけを行い、積極的に取り組む。「ノー部活デー」の完全実施を心がける。 

 

９ 危機管理の意識を持つ 

(1) 常に危機的な状況を想定し、予測して行動する。 

(2) 生徒に対する言動には特に留意し、適切な言葉づかいを心がける 

(3) 教育公務員としての自覚を持ち、綱紀粛正に努める。体罰、ハラスメント行

為は絶対にあってはならないこと認識する。また公金・準公金の管理の徹底

を図る。 



01    令和７年度後期学校評価　(生徒評価) 2026/2/13    1/1枚

タイムスタンプ

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない
全くあて
はまらな

い
令和７年度後期

本校の教育目標や教育方針をよく理解している。

42.2(%) 47.5(%) 8.0(%) 2.4(%) 89.7(%)

学校生活は充実していると思う。

52.8 39.0 6.4 1.9 91.8

授業の進度や内容は適切だと思う。

45.9 45.9 6.1 2.1 91.8

生活指導は適切だと思う。

36.6 41.6 14.6 7.2 78.2

個人面談などの生徒の話を聞く機会が適切である。

45.9 41.1 10.6 2.4 87.0

ホームルーム活動は活発である。

45.9 44.3 6.9 2.9 90.2

部活動は活発である。

55.4 27.6 6.1 10.9 83.0

生徒の特性を生かし、進路希望などを反映した指導が
行われている。 43.0 47.5 6.6 2.9 90.5

保健室、相談室の充実など、生徒一人一人を大切にし
た活動が行われている。 41.4 45.4 8.5 4.8 86.7

人権の大切さについて、十分な指導が行われている。

48.5 41.4 6.4 3.7 89.9

先生や外来者に対して自分から率先して挨拶をしてい
る。 61.5 33.2 3.7 1.6 94.7

交通ルールを守り通学している。

66.0 30.0 2.1 1.9 96.0

各種検定取得に向けて指導が適切に行われている。

56.2 39.5 2.9 1.3 95.8

学校は落ち着いて安心して過ごせる場所である。

36.6 36.3 19.9 7.2 72.9

地震や火災などが起こった場合について、どうすべき
かをよく知らせている。 46.2 39.3 12.2 2.4 85.4

東播工業高校に入学してよかったと思っている。
44.8 42.7 8.8 3.7 87.5



02    令和７年度後期学校評価 　(保護者評価） 2026/2/13    1/1枚

タイムスタンプ

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない
全くあて
はまらな

い
令和７年度　後期

本校の教育目標・教育方針をよく理解している。

30.1(%) 63.2(%) 6.0(%) 0.8(%) 93.2(%)

単位・卒業・進級の認定に関してよく理解している。

28.6 55.3 15.4 0.8 83.8

家庭連絡や情報提供がきめ細かくあり、 保護者の要望
や相談に対し、丁寧な対応がなされている。 29.7 53.8 14.7 1.9 83.5

生徒の進路目標達成に向け、適切な指導がなされてい
る。 36.8 54.9 7.9 0.4 91.7

服装・基本的生活習慣などに対する指導が適切にきめ
細かくなされている。 36.8 54.5 7.9 0.8 91.4

学習・部活動をするための施設・設備・環境が整ってい
る。 20.7 62.4 14.7 2.3 83.1

清掃が行き届き、校舎内外の清潔な環境が整ってい
る。 15.0 58.6 24.8 1.5 73.7

教材や指導方法を工夫し、分かりやすい授業を行って
いる。 22.9 68.8 7.9 0.4 91.7

学校ホームページ・学年通信などで、生徒の諸活動、活
躍、その他の様子がよくわかる。 29.7 52.3 16.5 1.5 82.0

本校での様子を家庭でよく話題にする。

24.8 42.9 28.2 4.1 67.7

子供は、明るく充実した学校生活を送っている。

42.1 51.9 6.0 0.0 94.0

東播工業高校に入学させて良かったと思っている。

51.1 43.2 5.6 0.0 94.4

自由記述欄（ご意見等）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0



03    令和７年度 学校後期評価　(教職員評価) 2026/2/13    1/3枚

タイムスタンプ

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない
全くあて
はまらな

い
令和７年度　後期

学校教育目標達成に向けた具体的経営方針を立て、そ
の周知及び実施に努めている。 26.4(%) 61.1(%) 11.1(%) 1.4(%) 87.5(%)

学校運営にあたり、有効に機能する分掌組織を作れて
いる。 25.0 48.6 19.4 6.9 73.6

それぞれの分掌における重点目標を設定し、適宜、取
り組みについて評価・見直しを行えている。 23.6 63.9 8.3 4.2 87.5

校務運営委員会、職員会議、各校務分掌の会議が、情
報交換と課題検討の場として機能している。 27.8 54.2 16.7 1.4 81.9

学校評議員会が定期的に開催され、各委員から出され
た意見を吟味し、以降の学校運営に生かされている。 26.4 58.3 12.5 2.8 84.7

ハラスメントのない健康で明るく風通しの良い職場づ
くりを推進している。 40.3 47.2 9.7 2.8 87.5

地域や近隣の学校・関係機関との連携を密にし、情報
共有し、学校運営に生かしている。 31.9 58.3 8.3 1.4 90.3

学校の実情に応じた危機管理マニュアルが作成され、
危機対応の体制ができている。 43.1 44.4 9.7 2.8 87.5

学習環境、校内整備の充実に取り組めている。

29.2 44.4 20.8 5.6 73.6

職員の勤務適正化に向けて取り組みがなされている。
30.6 52.8 13.9 2.8 83.3

各式典、関係行事（防災訓練・ＰＴＡ行事）が円滑・効果
的に運営されている。 47.2 45.8 5.6 1.4 93.1

学校案内・オープンハイスクール・学校説明会などの学
校広報活動の充実に取り組めている。 52.8 41.7 4.2 1.4 94.4

ＰＴＡとの窓口として、連携を図りながら教育活動を補
助できている。 54.2 38.9 5.6 1.4 93.1

学校からの情報発信について、学校ホームページの更
新を定期的に行い、充実に努めている。 44.4 45.8 6.9 2.8 90.3

生徒の能力・適正・興味・関心に対応するとともに、一
人一人の進路や適性に応じた教科・科目が選択できる
ように工夫している。

31.9 52.8 11.1 4.2 84.7

研究授業や校内研修の企画など、職員の指導方法や評
価について、工夫・改善に努めている。 34.7 52.8 9.7 2.8 87.5



03    令和７年度 学校後期評価　(教職員評価) 2026/2/13    2/3枚

タイムスタンプ

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない
全くあて
はまらな

い
令和７年度　後期

授業アンケートの結果を考察し、以降の教育活動に有
効に活用できるように努めている。 31.9 50.0 12.5 5.6 81.9

教務規定の運用状況を確認しながら、見直しや改善に
取り組めている。 36.1 51.4 5.6 6.9 87.5

本校の図書は充実し、授業の参考教材としてよく利用
されている。 26.4 40.3 27.8 5.6 66.7

図書室は関係者が利用しやすい環境に配慮・工夫・整
備されている。 29.2 51.4 15.3 4.2 80.6

人権に関する研修会や講演会などを企画し、学校全体
で人権問題について取り組めるように働きかけてい
る。

30.6 56.9 9.7 2.8 87.5

校内ネットワークの利用、校内ＩＣＴ機器の整備・保守・
管理に努めている。 44.4 48.6 4.2 2.8 93.1

生徒のBYOD活用・情報活用能力の育成に取り組んで
いる。 31.9 52.8 11.1 4.2 84.7

情報機器の適切な取り扱いや授業での活用法など教
職員の情報能力の向上、有効利用に関して取り組んで
いる。

33.3 52.8 9.7 4.2 86.1

情報モラルの育成に取り組んでいる。

27.8 43.1 22.2 6.9 70.8

自由記述（情報について） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
生徒の将来を見据え、生き抜く力を育てるためのキャ
リア教育を行っている。 34.7 52.8 6.9 5.6 87.5

本校の現場実習・インターンシップ等は充実し、生徒の
進路実現に効果が上がっている。 54.2 36.1 8.3 1.4 90.3

企業との連携を密に行うなど求人の拡大に向けた取り
組みが行えている。 43.1 52.8 2.8 1.4 95.8

それぞれの進路に応じた個別相談や補習等の進路指
導が充実している。 34.7 48.6 12.5 4.2 83.3

自由記述（進路について） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
生活指導に関して、情報交換を綿密にし、個々の生徒
の個性・家庭環境等を把握し、効果的かつ丁寧な指導
ができるように努めている。

30.6 55.6 8.3 5.6 86.1

生徒指導の規範を整備し、指導方針を具体的に明示し
ている。 36.1 45.8 12.5 5.6 81.9

人権問題やいじめ防止についての対策がしっかりと行
われている。 34.7 51.4 9.7 4.2 86.1



03    令和７年度 学校後期評価　(教職員評価) 2026/2/13    3/3枚

タイムスタンプ

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない
全くあて
はまらな

い
令和７年度　後期

校内外のマナー・モラル向上（食堂・駐輪場・校内美化・
交通安全）に努めている。 29.2 47.2 18.1 5.6 76.4

生徒会活動と学校行事の活性化に努めている。

31.9 58.3 6.9 2.8 90.3

自由記述（生徒指導について） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
学校感染症などの感染症対策について、関係者の共通
理解のもと、指導が適切に行われている。 31.9 56.9 9.7 1.4 88.9

職員と保護者の間で、校内外での生徒の健康状態に関
することが共通で理解されている。 34.7 54.2 9.7 1.4 88.9

生徒の抱える諸問題（教育相談の立場）について、把
握・支援の体制づくりに努め取り組めている。 44.4 45.8 6.9 2.8 90.3

自由記述（保健について）
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

各科は、専門科目の学力の向上に努めている。

44.4 47.2 5.6 2.8 91.7

各科の特色に応じた資格取得の推進に力を注いでい
る。 41.7 50.0 6.9 1.4 91.7

各科では、ものづくりに関するコンテストや発表会など
の工業教育を通して、人間形成を図っている。 51.4 44.4 2.8 1.4 95.8

自由記述（各科について） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
学年として、授業を大切にする気持ちを確立させ、基
礎学力の向上を図っている。 37.5 54.2 2.8 5.6 91.7

学年として、基本的な生活習慣の確立と集団としての
秩序・マナーを守らせることに取り組んでいる。 36.1 55.6 4.2 4.2 91.7

学年と保護者との関係が良好であり、情報交換、生徒
対応が協調してできている。 41.7 51.4 5.6 1.4 93.1

学校行事、学年行事、クラス活動などを通して、豊かな
人間性を育んでいる。 44.4 48.6 4.2 2.8 93.1

学年として、将来の進路を見据え、自ら主体的に将来
像を描くことができるように働きかけている。 38.9 54.2 4.2 2.8 93.1

自由記述（各学年について） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0



兵庫県立東播工業高等学校 学校評価

　　※令和5年度に評価項目の見直しを行いました。　※数値は、『よくあてはまる』『ややあてはまる』の合算の割合です。

【生徒評価】1

評価項目(令和２年～令和4年度) 令和4年度
令和5年度

前期
評価項目(令和5年度～令和７年度)

令和5年度

後期

令和6年度

前期

令和6年度

後期

令和7年度

前期

令和7年度

後期

本校の教育目標や教育方針をよく理

解している。

87.8 89.2 本校の教育目標や教育方針をよく理解して

いる。

88.5 89.8 91.1 92.7 89.7

本校での生活は自分の将来にとって

役に立つと思う。

92.8

学校生活は充実していると思う。 91.5 95.5 学校生活は充実していると思う。 94.9 94.7 93.5 91.5 91.8

授業の進度や内容は適切だと思う。 89.6 92.0 授業の進度や内容は適切だと思う。 93.1 91.9 93.7 94.1 91.8

生活指導は適切だと思う。 70.3 81.3 生活指導は適切だと思う。 69.2 79.9 80.9 78.9 78.2

個人面談などの生徒の話を聞く機会

を設けていて話しやすい。

82.4 89.8 個人面談などの生徒の話を聞く機会が適切

である。

87.0 93.0 90.9 92.9 87.0

ホームルーム活動は活発である。 87.9 92.0 ホームルーム活動は活発である。 92.3 90.8 92.6 92.2 90.2

生徒の心身の悩みに対して適切な対

応が行われている。

84.5

部活動は活発である。 87.2 82.4 部活動は活発である。 82.7 83.1 84.8 84.1 83.0

生徒の特性を生かし、進路希望など

を反映した指導が行われている。

90.6 88.1 生徒の特性を生かし、進路希望などを反映

した指導が行われている。

90.7 88.0 93.7 91.2 90.5

保健室、相談室の充実など、生徒一

人一人を大切にした活動が行われて

いる。

89.4 90.3 保健室、相談室の充実など、生徒一人一人

を大切にした活動が行われている。

89.2 85.6 90.3 88.9 86.7

人権の大切さについて、十分な指導

が行われている。

84.2 85.8 人権の大切さについて、十分な指導が行わ

れている。

88.1 88.4 90.5 86.7 89.9

基本的な生活習慣やマナーを身に付

けられるような指導が行われてい

る。

87.1 96.6 先生や外来者に対して自分から率先して挨

拶をしている。

95.8 96.5 96.3 96.0 94.7

96.0 交通ルールを守り通学している。 96.9 97.5 96.3 97.2 96.0



兵庫県立東播工業高等学校 学校評価

　　※令和5年度に評価項目の見直しを行いました。　※数値は、『よくあてはまる』『ややあてはまる』の合算の割合です。

【生徒評価】2

評価項目(令和２年～令和4年度) 令和4年度
令和5年度

前期
評価項目(令和5年度～令和７年度)

令和5年度

後期

令和6年度

前期

令和6年度

後期

令和7年度

前期

令和7年度

後期

93.2 各種検定取得に向けて指導が適切に行われ

ている。

95.4 95.8 95.9 95.3 95.8

学校での様子を家庭でよく話題にす

る。

69.8 76.7 学校は落ち着いて安心して過ごせる場所で

ある。

80.5 70.4 78.6 73.2 72.9

地震や火災などが起こった場合につ

いて、どうすべきかをよく知らせて

いる。

82.4 87.5 地震や火災などが起こった場合について、

どうすべきかをよく知らせている。

88.0 90.1 91.1 87.7 85.4

東播工業高校に入学してよかったと

思っている。

86.3 85.2 東播工業高校に入学してよかったと思って

いる。

89.8 88.4 86.8 87.0 87.5

回答数

４２１人

回答数

３７７人



兵庫県立東播工業高等学校 学校評価
　　※令和5年度に評価項目の見直しを行いました。　※数値は、『よくあてはまる』『ややあてはまる』の合算の割合です。

【保護者評価】1

評価項目(令和２年度～令和4年度) 令和4年度
令和5年度

前期
評価項目(令和5年度～令和７年度)

令和5年度

後期

令和6年度

前期

令和6年度

後期

令和7年度

前期

令和7年度

後期

本校の教育目標をよく理解してい

る。

89.0 93.4 本校の教育目標・教育方針をよく理

解している。

90.6 92.9 90.6 95.5 93.2

本校の教育方針をよく理解してい

る。

92.3

単位・卒業・進級の認定に関してよ

く理解している。

88.4 84.3 単位・卒業・進級の認定に関してよ

く理解している。

86.6 84.4 83.6 84.5 83.8

保護者の要望や相談に対し、丁寧に

対応している。

90.9 83.4 家庭連絡や情報提供がきめ細かくあ

り、 保護者の要望や相談に対し、丁

寧な対応がなされている。

80.1 83.0 84.6 86.4 83.5

家庭連絡や情報提供をきめ細かく

行っている。

71.9 　 　

生徒の進路目標達成に向け、適切な

指導を行っている。

89.3 90.4 生徒の進路目標達成に向け、適切な

指導がなされている。

88.4 89.4 87.1 92.8 91.7

服装・基本的生活習慣などの指導を

適切に、きめ細かく行っている。

91.2 88.6 服装・基本的生活習慣などに対する

指導が適切にきめ細かくなされてい

る。

88.4 87.9 88.5 95.1 91.4

学習・部活動をするための施設・設

備・環境が整っている。

86.2 83.4 学習・部活動をするための施設・設

備・環境が整っている。

82.2 82.3 80.8 80.3 83.1

清掃が行き届き、校舎内外の清潔な

環境が整っている。

82.4 85.2 清掃が行き届き、校舎内外の清潔な

環境が整っている。

81.9 78.7 76.9 75.4 73.7

本校の生徒は、社会のルールやマ

ナーを守り生活している。

78.8 　 　

教材や指導方法を工夫し、分かりや

すい授業を行っている。

87.1 89.5 教材や指導方法を工夫し、分かりや

すい授業を行っている。

89.5 89.4 87.8 91.7 91.7



兵庫県立東播工業高等学校 学校評価
　　※令和5年度に評価項目の見直しを行いました。　※数値は、『よくあてはまる』『ややあてはまる』の合算の割合です。

【保護者評価】2

評価項目(令和２年度～令和4年度) 令和4年度
令和5年度

前期
評価項目(令和5年度～令和７年度)

令和5年度

後期

令和6年度

前期

令和6年度

後期

令和7年度

前期

令和7年度

後期

学校ホームページ・学年通信など

で、生徒の諸活動、活躍、その他の

様子がよくわかる。

73.6 86.5 学校ホームページ・学年通信など

で、生徒の諸活動、活躍、その他の

様子がよくわかる。

81.5 83.7 80.4 86.0 82.0

本校での様子を家庭でよく話題にす

る。

68.0 65.9 本校での様子を家庭でよく話題にす

る。

68.5 76.6 69.6 70.8 67.7

子供は、明るく充実した学校生活を

送っている。

90.6 93.9 子供は、明るく充実した学校生活を

送っている。

92.4 95.0 92.0 95.1 94.0

東播工業高校に入学させて良かった

と思っている。

95.0 96.5 東播工業高校に入学させて良かった

と思っている。

94.9 96.5 94.1 94.7 94.4



兵庫県立東播工業高等学校 学校評価

　　※令和5年度に評価項目の見直しを行いました。　※数値は、『よくあてはまる』『ややあてはまる』の合算の割合です。

【職員評価】1

評価項目(令和4年～令和7年度) 令和4年度
令和5年度

前期
評価項目(令和5年度～令和7年度)

令和5年度

後期

令和6年度

前期

令和6年度

後期

令和7年度

前期

令和7年度

後期

職員は、校訓及び本校の学校目標や

本年度の重点目標を理解している。

80.0 65.2 学校教育目標達成に向けた具体的経営

方針を立て、その周知及び実施に努め

ている。

79.2 85.0 80.6 85.9 87.5

生徒は校訓及び本校の学校目標や本

年度の重点目標を理解している。

44.4 69.6 学校運営にあたり、有効に機能する分

掌組織を作れている。

77.4 90.0 82.1 73.2 73.6

保護者は、本校の学校目標や本年度

の重点目標に対して理解し、協力が

得られている。

68.9 78.3 それぞれの分掌における重点目標を設

定し、適宜、取り組みについて評価・

見直しを行えている。

81.1 83.3 79.1 78.9 87.5

校務運営委員会、職員会議、各校務

分掌の会議が、情報交換と課題検討

の場として機能している。

77.8 71.7 校務運営委員会、職員会議、各校務分

掌の会議が、情報交換と課題検討の場

として機能している。

83.0 85.0 80.6 78.9 81.9

各校務分掌における教職員の役割が

明確で、職員は互いに協力し合って

いる。

71.1 63.0 学校評議員会が定期的に開催され、各

委員から出された意見を吟味し、以降

の学校運営に生かされている。

81.1 85.0 80.6 83.1 84.7

ハラスメントのない健康で明るく風

通しの良い職場づくりを推進してい

る。

88.9 76.1 ハラスメントのない健康で明るく風通

しの良い職場づくりを推進している。

86.8 90.0 86.6 83.1 87.5

教育活動を通じて地域社会に貢献

し、地域から信頼される学校として

の運営を推進している。

77.8 76.1 地域や近隣の学校・関係機関との連携

を密にし、情報共有し、学校運営に生

かしている。

83.0 83.3 85.1 88.7 90.3

生徒の事故や災害等が発生した場

合、緊急の連絡体制が確立し機能し

ている。

77.8 65.2 学校の実情に応じた危機管理マニュア

ルが作成され、危機対応の体制ができ

ている。

71.7 85.0 92.5 88.7 87.5



兵庫県立東播工業高等学校 学校評価

　　※令和5年度に評価項目の見直しを行いました。　※数値は、『よくあてはまる』『ややあてはまる』の合算の割合です。

【職員評価】2

評価項目(令和4年～令和7年度) 令和4年度
令和5年度

前期
評価項目(令和5年度～令和7年度)

令和5年度

後期

令和6年度

前期

令和6年度

後期

令和7年度

前期

令和7年度

後期

防災に関して、防災避難訓練の実施

など日頃から生徒・職員の防災意識

を高めてる。

66.7 47.8 学習環境、校内整備の充実に取り組め

ている。

47.2 70.0 58.2 71.8 73.6

職員の勤務適正化に向けて取り組み

がなされている。

53.3 45.7 職員の勤務適正化に向けて取り組みが

なされている。

67.9 81.7 82.1 78.9 83.3

各式典、各行事の円滑運営・効果的

運営がなされている。

84.4 89.1 各式典、関係行事（防災訓練・ＰＴＡ

行事）が円滑・効果的に運営されてい

る。

94.3 93.3 92.5 91.5 93.1

広報活動（学校案内・オープンハイ

スクール・中学校訪問など）の充実

に取り組めている。

82.2 89.1 学校案内・オープンハイスクール・学

校説明会などの学校広報活動の充実に

取り組めている。

94.3 95.0 95.5 94.4 94.4

ＰＴＡは、連携を図りながら教育活

動を補助できている。

80.0 89.1 ＰＴＡとの窓口として、連携を図りな

がら教育活動を補助できている。

90.6 93.3 92.5 95.8 93.1

学校ホームページが随時更新・整備

することで情報発信できている。

57.8 93.5 学校からの情報発信について、学校

ホームページの更新を定期的に行い、

充実に努めている。

96.2 91.7 89.6 91.5 90.3

生徒の能力・適正・興味・関心に対

応するとともに、一人一人の進路や

適性に応じた教科・科目が選択でき

るように工夫している。

75.6 78.3 生徒の能力・適正・興味・関心に対応

するとともに、一人一人の進路や適性

に応じた教科・科目が選択できるよう

に工夫している。

81.1 83.3 80.6 85.9 84.7

研究授業や校内研修の企画など、職

員の指導方法や評価について、工

夫・改善に努めている。

64.4 56.5 研究授業や校内研修の企画など、職員

の指導方法や評価について、工夫・改

善に努めている。

71.7 73.3 67.2 81.7 87.5



兵庫県立東播工業高等学校 学校評価

　　※令和5年度に評価項目の見直しを行いました。　※数値は、『よくあてはまる』『ややあてはまる』の合算の割合です。

【職員評価】3

評価項目(令和4年～令和7年度) 令和4年度
令和5年度

前期
評価項目(令和5年度～令和7年度)

令和5年度

後期

令和6年度

前期

令和6年度

後期

令和7年度

前期

令和7年度

後期

授業アンケートの結果を考察し、以

降の教育活動に有効に活用できるよ

うに努めている。

66.7 67.4 授業アンケートの結果を考察し、以降

の教育活動に有効に活用できるように

努めている。

75.5 75.0 73.1 77.5 81.9

教務規定の運用状況を確認しなが

ら、見直しや改善に取り組めてい

る。

84.4 87.0 教務規定の運用状況を確認しながら、

見直しや改善に取り組めている。

83.0 88.3 88.1 88.7 87.5

本校の図書は充実し、授業の参考教

材としてよく利用されている。

42.2 47.8 本校の図書は充実し、授業の参考教材

としてよく利用されている。

60.4 63.3 59.7 62.0 66.7

図書室は関係者が利用しやすい環境

に配慮・工夫・整備されている。

57.8 76.1 図書室は関係者が利用しやすい環境に

配慮・工夫・整備されている。

84.9 78.3 68.7 74.6 80.6

人権に関する研修会や講演会などを

企画し、学校全体で人権問題につい

て取り組めるように働きかけてい

る。

53.3 45.7 人権に関する研修会や講演会などを企

画し、学校全体で人権問題について取

り組めるように働きかけている。

83.0 80.0 71.6 88.7 87.5

生徒の理解度を深めることができる

ようにＩＣＴ機器の整備に取り組ん

でいる。

55.6 54.3 校内ネットワークの利用、校内ＩＣＴ

機器の整備・保守・管理に努めてい

る。

67.9 83.3 77.6 91.5 93.1

校内の情報関係機器の保守・管理を

行い、また、教員が情報機器の使用

をスムーズに行われるよう手助けが

できている。

57.8 43.5 生徒のBYOD活用・情報活用能力の育成

に取り組んでいる。

64.2 68.3 71.6 85.9 84.7

47.8 情報機器の適切な取り扱いや授業での

活用法など教職員の情報能力の向上、

有効利用に関して取り組んでいる。

79.2 68.3 70.1 85.9 86.1

54.3 情報モラルの育成に取り組んでいる。 67.9 76.7 67.2 74.6 70.8



兵庫県立東播工業高等学校 学校評価

　　※令和5年度に評価項目の見直しを行いました。　※数値は、『よくあてはまる』『ややあてはまる』の合算の割合です。

【職員評価】4

評価項目(令和4年～令和7年度) 令和4年度
令和5年度

前期
評価項目(令和5年度～令和7年度)

令和5年度

後期

令和6年度

前期

令和6年度

後期

令和7年度

前期

令和7年度

後期

生徒の将来を見据え、生き抜く力を

育てるためのキャリア教育を行って

いる。

77.8 80.4 生徒の将来を見据え、生き抜く力を育

てるためのキャリア教育を行ってい

る。

84.9 88.3 82.7 87.3 87.5

本校の現場実習・インターンシップ

等は充実し、生徒の進路実現に効果

が上がっている。

86.7 89.1 本校の現場実習・インターンシップ等

は充実し、生徒の進路実現に効果が上

がっている。

90.6 90.0 89.6 95.8 90.3

企業との連携を密に行うなど求人の

拡大に向けた取り組みが行えてい

る。

88.9 95.7 企業との連携を密に行うなど求人の拡

大に向けた取り組みが行えている。

90.6 86.7 92.5 91.5 95.8

それぞれの進路に応じた個別相談や

補習等の進路指導が充実している。

84.4 84.8 それぞれの進路に応じた個別相談や補

習等の進路指導が充実している。

90.6 85.0 82.1 91.5 83.3

生活指導に関して、情報交換を綿密

にし、個々の生徒の個性・家庭環境

等を把握し、効果的かつ丁寧な指導

ができるように努めている。

82.2 84.8 生活指導に関して、情報交換を綿密に

し、個々の生徒の個性・家庭環境等を

把握し、効果的かつ丁寧な指導ができ

るように努めている。

90.6 86.7 83.6 87.3 86.1

生徒指導の規範を整備し、指導方針

を具体的に明示している。

84.4 84.8 生徒指導の規範を整備し、指導方針を

具体的に明示している。

84.9 88.3 79.1 84.5 81.9

人権問題やいじめ防止についての対

策がしっかりと行われている。

77.8 76.1 人権問題やいじめ防止についての対策

がしっかりと行われている。

83.0 86.7 80.6 85.9 86.1

校内外のマナー・モラル向上（食

堂・駐輪場・校内美化・交通安全）

に努めている。

77.8 67.4 校内外のマナー・モラル向上（食堂・

駐輪場・校内美化・交通安全）に努め

ている。

75.5 76.7 74.6 66.2 76.4

生徒会活動と学校行事の活性化に努

めている。

84.4 71.7 生徒会活動と学校行事の活性化に努め

ている。

94.3 91.7 86.6 90.1 90.3



兵庫県立東播工業高等学校 学校評価

　　※令和5年度に評価項目の見直しを行いました。　※数値は、『よくあてはまる』『ややあてはまる』の合算の割合です。

【職員評価】5

評価項目(令和4年～令和7年度) 令和4年度
令和5年度

前期
評価項目(令和5年度～令和7年度)

令和5年度

後期

令和6年度

前期

令和6年度

後期

令和7年度

前期

令和7年度

後期

校内の美化・整備に関して生徒の美

化意識の向上に努めている。

64.4 　 　

コロナウイルス、インフルエンザな

どの感染症対策について、職員が共

通理解のもと、生徒に対する指導が

適切に行われている。

82.2 82.6 学校感染症などの感染症対策につい

て、関係者の共通理解のもと、指導が

適切に行われている。

83.0 83.3 83.6 83.1 88.9

職員・生徒が、様々な事象での健康

に関する認識が徹底できており、実

践できている。

66.7 80.4 職員と保護者の間で、校内外での生徒

の健康状態に関することが共通で理解

されている。

84.9 86.7 82.1 85.9 88.9

職員と保護者の間で、校内外での生

徒の健康状態に関することが共通で

理解されている。

73.3 87.0 生徒の抱える諸問題（教育相談の立

場）について、把握・支援の体制づく

りに努め取り組めている。

86.8 91.7 88.1 93.0 90.3

各科は、専門科目の学力の向上に努

めている。

97.8 93.5 各科は、専門科目の学力の向上に努め

ている。

92.5 91.7 86.6 90.1 91.7

各科の特色に応じた資格取得の推進

に力を注いでいる。

97.8 93.5 各科の特色に応じた資格取得の推進に

力を注いでいる。

94.3 90.0 91.0 94.4 91.7

各科では、ものづくりに関するコン

テストや発表会などの工業教育を通

して、人間形成を図っている。

95.6 87.0 各科では、ものづくりに関するコンテ

ストや発表会などの工業教育を通し

て、人間形成を図っている。

100.0 88.3 91.0 97.2 95.8

学年として、授業を大切にする気持

ちを確立させ、基礎学力の向上を

図っている。

88.9 84.8 学年として、授業を大切にする気持ち

を確立させ、基礎学力の向上を図って

いる。

90.6 93.3 80.6 93.0 91.7

学年として、基本的な生活習慣の確

立と集団としての秩序・マナーを守

らせることに取り組んでいる。

91.1 84.8 学年として、基本的な生活習慣の確立

と集団としての秩序・マナーを守らせ

ることに取り組んでいる。

92.5 91.7 80.6 94.4 91.7



兵庫県立東播工業高等学校 学校評価

　　※令和5年度に評価項目の見直しを行いました。　※数値は、『よくあてはまる』『ややあてはまる』の合算の割合です。

【職員評価】6

評価項目(令和4年～令和7年度) 令和4年度
令和5年度

前期
評価項目(令和5年度～令和7年度)

令和5年度

後期

令和6年度

前期

令和6年度

後期

令和7年度

前期

令和7年度

後期

学年と保護者との関係が良好であ

り、情報交換、生徒対応が協調して

できている。

91.1 91.3 学年と保護者との関係が良好であり、

情報交換、生徒対応が協調してできて

いる。

92.5 93.3 89.6 94.4 93.1

学校行事、学年行事、クラス活動な

どを通して、豊かな人間性を育んで

いる。

91.1 89.1 学校行事、学年行事、クラス活動など

を通して、豊かな人間性を育んでい

る。

92.5 93.3 82.1 95.8 95.8

学年として、将来の進路を見据え、

自ら主体的に将来像を描くことがで

きるように働きかけている。

93.3 84.8 学年として、将来の進路を見据え、自

ら主体的に将来像を描くことができる

ように働きかけている。

92.5 90.0 90.0 94.4 94.4

回答数

７２人

回答数

７１人



Ⅰ　本年度の重点目標と総括　

Ⅲ　次年度にむけて

令和7年度兵庫県立学校評議員会概要報告（令和8年3月）

 Ⅱ　学校関係者からのご意見

≪スクールミッション≫ 本校の校訓「健やかに 伸びよう 汗だして」の理念のもと、実践的な「ものづくり」による専門知識・技能を備え、向上心を持って主体的に行動し、ふるさと兵庫の産業の発展に貢献できる心豊かで、礼節を身に付けた活力溢れる人材を育成する。

ア 本校ビジョンに基づいた基礎・基本教科の徹底と専門教科の充実。

イ 防災教育、環境教育、キャリア教育、情報教育、を柱とした「命の教育」の推進。

ウ 地域社会、地域産業と連携した体験活動および専門技術教育の推進。

エ コンプライアンス（法令順守）アカウンタビリティー（説明責任）を果たす組織の充実。

オ ICTの活用をさらに活発化させるために、より専門的な知識と技術の導入。

ア スクールポリシーに基づいた生徒の資質並びに能力の向上については実践することが出きた。また、各科・教科の特性に応じた教育課程の展開と実践も取組むことが出来た。

イ 各種事業と関連性を持ちながら、防災・環境キャリア教育に取組むことが出来た。情報教育に関しては、新たにＤＸハイスクール事業に取組み情報教育の向上につなげることが出来た。

ウ 「ふるさと貢献事業」を核とした、地域社会への貢献ができた。また、インターンシップや各種業界との連携により、専門性の高い教育活動が展開できた。

エ 個人レベルでの取り組み（法令順守・説明責任）は実践できている。組織としての取組については、啓蒙活動にとどまっており、今後は研修などの場を設けていきたい。

オ ＤＸハイスクール事業に関連し、教育課程の見直し、情報教育関連の機器の導入が進み、ＩＣＴ教育の推進を実践することが出来た。また、組織的なＩＣＴ活用に向けての研修会や実践も取

組むことが出来た。

①総 務 部 … コロナ以前に近い状態で企画・運営ができている。ＨＰを重要な情報発信のツールとしてより充実させている。また、ＰＴＡと連携して積極的な保護者の参画・協力体制を推進している。

②教務情報部 … 生徒の実態に合致した教務規定の改定に向けて取り組んでいる。また、ＢＹＯＤを活用した授業を展開・実施を推進し、各教科間・科目間で情報の共有化が推進できた。

③生徒指導部 … 職員の共通理解と情報共有の徹底が実践できた。生徒指導規則の見直しと生徒会活動の活性化を絡め、生徒の自主性と意見の尊重を実施した。交通安全については、ルールマナーについての啓蒙活動を継続的に行う必要がある。

④進路指導部 … ICTの活用でより良い進路選択が可能となった。素早い情報収集が様々な場面で試験対策につながり、有効的に活用された。特に就職においては、早期の内定につながっている。また、特別支援を要する生徒について、企業の対応情報を収集し活用

できた。進路指導においても極め細やかな面談を重ねたことで、総合型選抜より学校推薦型選抜の活用者が増え、確実な合格に繋がった。

⑤図 書 部 … 図書館の利用環境の改善・整備に取組み。図書館をより有効活用のしやすい利用スペースとした。人権教育については、東高特人教での実践発表会を行うなど内容の濃いものとなった。

⑥保 健 部 … 学校保健・安全については、健康診断結果・保健室来室内容を踏まえながら、必要に応じ対応を実践し、保健室対応の質の向上を図った。アレルギー対応・てんかん対応・救急法・災害事故発生時の救急体制・応急処置について実技を交えた職員研

修を開催した。特別支援コーディネーター２名体制で特別支援教育の視点を踏まえた支援・指導に取組んだ。

⑦機 械 科 … 工業高校生らしい姿と素質の育成に努めた。各種技能検定・技能講習への取り組みを強化した。また資格取得に向けての補習も頻繁に行い、より実践的で詳細な内容の補習が展開され多くの資格取得につながった。

⑧電 気 科 … 困り感のある生徒について情報を共有し、早期発見・サポートに努めた。各種大会に向けて日々練習を積み、高校生ものづくり大会、若年者ものづくり大会に参加し、近畿大会へ出場を果たした。地域貢献についても近隣住民からの依頼に応えること

が出来た。また、工作教室・高齢者向けスマホ教室も実施した。

⑨建 築 科 … 教科指導、資格・検定取得については、放課後の補習・補講に積極的に取組むことにより、国家試験の合格率のUP（前年度より２倍）、高校生ものづくりコンテストにおいては、近畿大会へ出場を果たした。広報活動として、ＨＰ・Ｘ（ツイッター）

などで、建築科の取り組み・学校生活風景などを積極的に配信した。また、建築科作品展や地域貢献活動などを新聞記事に取り上げてもらい、地域に対する報告や受験生への宣伝につながっている。

⑩土 木 科 … 基本的生活習慣を確立、学習能力の向上に取組んだ。特に、資格取得に向けて放課後補習を積極的に行い、科全体で補習体制を確立・定着させ、合格率の向上を目指した。また、科学の祭典や建設業企業説明会などの「産・官・学」が一体となって

実施する行事に積極的に参加し、高度な専門的技術の習得とコミュニケーション能力の向上に努めた。

⑪３ 年 生 … 心身共に成長し、社会人として必要な考え方や教養などの定着に取組んだ。個々の生徒の適性や希望に基づいた進路実現に際し、三者面談を実施して保護者と本人の意思疎通を図り、進路実現を達成させた。

⑫２ 年 生 … 自己肯定感の育成、ルールやマナー遵守の定着に取組んだ。特に校外学習、インターンシップ、修学旅行等の行事を通じて、様々な場面で約束時間等を守ることができた。また、それぞれの適性や希望に基づいた進路実現を目指して、『聴いて』・

『記録し』『管理する』ことの定着と社会人としてのコミュニケーション、挑戦する姿勢の育成に努めた。

⑬１ 年 生 … 心身共に成長し、社会人として必要な考え方や教養などの定着に取組んだ。特に学年集会やLHRを利用し内面的な成長を促すための啓蒙活動や、学期末ごとに三者面談、四者面談を行い保護者の協力を得て、多様性を考慮し個々の成長を支えることが

出来た。また、キャリアパスポートを活用し自らの具体的な目標を設定させ、自ら切り拓く進路指導を展開した。

※ 多くの活動をされ、生徒や保護者の評価も概ね良好であると感じました。ただ生徒のアンケートで「生徒指導は適切だと思う」と「学校は落ち着

いて安心して過ごせる場所である」の項目の評価が低く、特に後者については４人に1人が「当てはまらない」と答えているのが気になります。簡

単に解決できるものではないと思いますが、先生方全員で問題意識を共有していただければと思います。

※ 学校評価【生徒評価】ホームルーム活動は活発である。について高評価を得ている事に、生徒たちの活力を感じます。 【職員評価】生徒は校訓及

び本校の学校目標や本年度の重点目標を理解している。について、令和４年度と比べるとポイントは上がっており、取り組みの成果だとおもいま

すが、自分たちが目指すものを明確に意図して成長してほしいと思います。 【職員評価】本校の図書は充実し、授業の参考教材としてよく利用さ

れている。について令和４年度と比べるとポイントが上がっているものの、低調な気がする。※ 教務情報部で、「各教科・科目の授業実践にお

ける相互研修会を実施」の目標に対する評価がBで、そのような研修会を実施した旨の記述がありません。端末の積極的な活用に向け、取り組みを

お願いします。

また、付属資料に写真が掲載されている「サイバー犯罪防止教室」について、内容の記載がありませんでした。非常に大事なことだと思います。

引き続きこのような研修をお願いします。

① 時代に見合った専門的知識の習得と実践の必要性

② 個の特性に応じた教育展開と教育提供

③ 地域共存と協力体制の構築

④ 目的意識を持った生徒の受け入れ

⑤ 生徒の社会規範意識の向上

※① 職業人としての素養の修練と、ICTを現代的に活用できる人材の育成 → DXハイスクール事業の実現
※② 誰一人取り残さない教育課程とそれに見合った、評価方法の見直し → 個性に見合った教科指導方法の確立とそれに見合った評価方法の在り方の見直し
※③ 地域の中核となれる学校づくり → コミュニティースクールの推進
※④ 効果的な広報活動と、受験生確保に向けた積極的勧誘 → 科別のSNSの活用と、全県中学校への積極的勧誘活動
※⑤ 社会通念や規範意識の定着に向けての生徒の自主性の向上と、組織的な生徒指導の見直し → 生徒会を中心とした生徒指導規定の見直しと自治運営の推進

【重点目標】

【各部・各科・各学年の総括】

【重点総括】

【次年度に向けて】

【学校評価について】

【本年度見えてきた課題】

＊広報活動に注力していることがよくわかる。HPの改善や使いやすさの向上は特に評価できる。また、部活動の動画配信などとてもよかった。

＊卒業後社会人になり即戦力として期待される分、規範意識やが学習能力をみにつけさせてほしい。

＊生徒に手帳を持たせて、「個人管理」させることは非常に良い。今後も続けてほしい。

＊挨拶をしてくれる生徒が非常に多い。

＊仕事でも活かされ評価される事を学ばせてほしい。生徒たちの学ぶことへの向上心を醸成し て頂ければと思います。

＊基本的な社会のルールを守る心がける。

＊ICTを活用した教育展開が充実してきている。

＊各科の郊外活動やコンテストや大会などへの積極的な参加は、技術の醸成はもとより、生徒たちの達成感に大きく寄与するものと考える。

＊企業などの補助金の申請なども活用し、幅の広い教育活動を目指してほしい。

＊図書購入費など、予算的な面も考慮しなければならないので難しいとは思うので、本校の図書に限らず市立図書館との連携や有効活用についても考慮していく。

【総括について】


